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1 はじめに
文部科学省による留学生受け入れ 30万人計画 [1]が

進む現在，留学生の増加に伴い，教育現場での留学生支
援の必要性が高まっている．日本語を使わず英語のみ
で学位を取得できるコースを設けた大学もあるが，多
くの大学では日本語で行われる講義を受けなければな
らないことが現状である．
日本語で行われる講義において留学生が抱える問題

に，教員の説明が聞き取れないことがあげられる [2]．
教員の口頭説明で不明瞭だった箇所は，後で復習する
ことが容易ではない．これは，ノートをもとに，あと
で分からなかった単語の意味を調べることが出来る板
書に対し，口頭説明は，不明瞭だった箇所の記録が困
難なためである．
また，これまでの講義支援システムには，カメラな

どの機材やシステムを管理する人材が必要な場合が多
く，実際の教育現場での導入が困難であるという問題
がある．そこで我々は，学生の多くが利用しているス
マートフォンを用いて講義音声の録音と不明瞭箇所の
マーキングを行い，その録音ファイルとマーキングデー
タを共有し，回答を募ることで，学生の聴講を支援す
るシステムを提案する．本稿では，提案システムの概
要と機能について述べる．

2 関連研究
米谷らは，教室講義を録画した復習用ビデオ教材へ

携帯端末からブックマークする機能を開発した [3]．こ
れは，受講者が講義の重要箇所を記録（ブックマーク）
し，復習に役立てるシステムである．このシステムは，
ブックマークを他者と共有することは出来ないため，非
母国語が聞き取れない等の問題を解決するには不向き
である．
また，リアルタイムで講義理解支援を行う研究とし

て，篠原らの携帯電話を用いたリアルタイム授業支援シ
ステムや [4]，山元らの大学講義におけるスマートフォ
ンを用いた受講ログ活用システムがある [5]．これらの
研究における理解支援は，講義の聞き取りが出来るこ
とを前提としているため，留学生の講義理解支援には
用いることが出来ない．
非母語で行われる講義の理解を支援する研究として，

岡本らのスレート型端末を用いた留学生のための講義
理解支援システムがある [6]．これは，講義中に使用さ
れる専門用語などの関連情報を提供するシステムであ
る．しかし，支援者が講義前に単語辞書を作成し，講
義に同席してシステムを操作しなければならないなど，
支援者が多く必要になるという問題がある．本研究で
は，使用機材を最小限に抑えることにより，導入が容
易な留学生聴講支援システムの開発を目指す．

3 留学生聴講支援システム
3.1 システムの設計方針
本研究の目的は，留学生の講義理解を深めるために，

非母語で行われる講義の聞き取りを支援することであ
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図 1:システム構成

図 2:受講モードの録音画面表示

る．そのため，本研究では以下の 3つの設計方針をも
とにシステムの開発を行った．

(1) 講義音声の録音ファイルと不明瞭箇所の情報を共
有することによる学生の相互聴講補助の支援

(2) 聴講の妨げにならないインタフェースの提供
(3) システム運営に必要な人材と使用機材を抑えた導
入が容易なシステムの実現

3.2 システムの構成
図 1に，本システムの構成を示す．本システムは，受

講する際に使用する「受講モード」と，回答の閲覧や，
回答の送信が出来る「Q&A モード」の 2つの機能から
なる．以下にこれらの機能について示す．
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受講モード
図 2に「受講モード」の録音画面を示す．受講モー

ドでは，講義音声の録音，口頭説明が不明瞭だった時
点の録音経過時間の記録（マーキング）を行う．講義名
を入力し，録音を開始すると，図 2の録音画面が表示
される．録音画面に設置されたマーキングボタンをク
リックすることで，サーバへの録音ファイルと質問情
報の送信，保存が行われる．質問情報とは，回答を募
るにあたり，録音音声の中で不明瞭だった箇所（マー
キングポイント）を他の利用者と共有するために必要
な情報のことである．質問情報の内容は，録音開始前
に入力した講義名，口頭説明が不明瞭だった時点の録
音経過時間，対応する録音ファイル名，質問投稿者の
ユーザ識別 IDである．講義音声の録音ファイルはマー
キングボタンがクリックされたときに保存され，アッ
プロード処理に移行後，次のマーキングに備え，すぐ
に自動で新たな録音が開始される．これにより，講義
の終了を待たずに質問と音声ファイルを投稿すること
ができる．
Q&A モード

Q&A モードには，受講モードで投稿した質問に対
して送られた他の利用者からの回答の閲覧を行う MY
QUESTIONタブと，他の利用者が投稿した質問への
回答を行うOTHER’S QUESTIONタブがある．図 3に
MY QUESTIONタブ，図 4にOTHER’S QUESTIONタ
ブの画面を示す．

MY QUESTIONタブを選択すると，図 3（左）の自
分が投稿した質問のリストが表示される．質問リスト
に表示された講義名を選択すると，図 3（右）の質問
の詳細画面が表示される．図 3（右）の詳細画面では，
自分がマーキングした講義音声録音ファイルの再生ボ
タンと，他の利用者から送信された回答のリストが表
示される．なお，講義音声録音ファイルは，マーキン
グボタンが押された時点の 5秒前から，マーキングボ
タンが押された時点までの，5秒間再生する．再生時間
は，暫定的に設定しているものであり，今後実験を行
い，適切な再生時間を検討する．質問への回答は，本
システムを利用する他の利用者が講義音声を聞き取り，
不明瞭だった単語を文字に書き起こしたものである．

OTHER’S QUESTIONタブを選択すると，図 4（左）
の他の利用者が投稿した質問のリストが表示される．質
問リストに表示された講義名を選択すると，図 4（右）
の送信フォーム画面が表示される．図 4（右）の送信
フォーム画面では，他の利用者がマーキングした講義
音声録音ファイルの再生ボタンと，その質問への回答
フォームが表示される．なお，講義音声録音ファイルは，
マーキングボタンが押された時点の 5秒前から，マー
キングボタンが押された時点までの，5秒間再生する．
Q&A モード利用者は，他の利用者がマーキングした講
義音声を再生し，聞き取れた単語をフォームに入力す
ることで，質問の回答を行う．

4 おわりに
本稿では，留学生の聴講支援のための講義音声共有

システムを提案した．今後は，以下を行う．

(1) 口頭説明が不明瞭だと感じてからマーキングを行
うまでの時間には個人差があるため，講義音声録
音ファイル再生の際の，各個人に対応した適切な
再生開始箇所を検討する．

(2) 回答者が講義音声録音ファイルを聞き取るとき
に，講義音声の中で投稿者が不明瞭だと感じた部
分がどこか分からないという事態を防ぐため，投
稿者のマーキング箇所を明確に示す．

図 3: Q&A モードのMY QUESTIONタブ画面表示

図 4: Q&A モードの OTHER’S QUESTIONタブ画面

表示

(3) 本システムによる聴講支援の効果，操作性などを
検証するための実験を行う．
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